
危機管理規程 

 

１ 目的 

特定非営利活動法人市民社会研究所（以下「本研究所」という。）は、サービスを提供

する過程で発生する問題や、事故や被害は生じなかったものの「ヒヤリ」「ハット」する

事態の発生を防止、解消する体制を確立し、職員が、安全な相談等のサービスの提供に資

することを目的に、危機管理に関する取り組みを行う。  

 

２ 実施内容 

施設内における利用者や職員の安全確保、利用者サービスの向上、個人情報の保護を

図るために、下記の取り組みを行う。 

①  危機管理の推進方策の検討 

②  危機管理に関する取り組みの広報・周知 

③  事故が発生した場合の対応策の検討 

④  危機管理に関わる取り組みを検討・推進するための体制整備 

⑤  その他 

 

３ 実施体制 

（１）代表理事を責任者とする危機管理推進体制を整備する。  

（２）そのために、上記２の活動を行うための体制として「リスクマネジメント委員会」

を設置する。  

（３）危機管理の取り組みを推進する危機管理担当者を配置する。  

 

４ リスクマネジメント委員会 

（１）委員会の構成  

委員会は下記の者をもって構成することを原則とする。 

①代表理事及び担当理事 

②事務局長及び施設担当者 

③危機管理担当者 

 

（２）委員会の活動内容・所掌事務  

委員会は、下記の所掌事務に関する協議、調査等の活動を行う。 

① 利用者の個人情報保護に関すること。 

② 事故防止の検討方策に関する提言 

③ ヒヤリ・ハットの分析及び事故防止策の検討に関すること 

④ 倫理規定の作成 

⑤ 事故防止のための研修、啓発、広報及び指示等に関すること 

⑥ その他 

 

 



 

（３）委員会の検討結果の扱い  

委員会の検討結果については、危機管理担当者を通じて、各職員に周知するとと

もに関係機関に報告する。 

 

（４）委員会の開催  

委員会の開催は、概ね３ヶ月１回とする。ただし、必要に応じ、臨時の委員会

を開催できるものとする。 

 

５ 危機管理担当者の配置 

（１）危機管理担当者は代表理事が指名する。 

（２）危機管理担当者の任務は、以下のとおりとする。  

① 事故原因及び防止方法並びにサービス提供体制の改善方法についての検討及

び提言 

② ヒヤリ・ハット体験報告の内容の分析及び報告書への必要事項の記入  

③ リスクマネジメント委員会において決定した事故防止及び安全対策に関する

事項の職員への周知徹底、その他事業関係者との連絡調整  

④ 職員に対するヒヤリ・ハット体験報告の積極的な提出の励行  

⑤ 利用者の個人情報保護体制の検証及び改善課題提起  

⑥ その他、事故防止に関する必要事項  

 

６ 附則 

この規程は、平成２３年４月１日から適用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜危機管理体制図＞ 
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